
港
湾
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等
に
関
す
る
政
令
案
新
旧
対
照
条
文

【
本
則
関
係
】

○

地
方
道
路
公
社
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
五
年
政
令
第
二
百
二
号
）
（
抄
）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
１

○

独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
法
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
二
百
九
十
三
号
）
（
抄
）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
３

○

電
気
通
信
事
業
法
施
行
令
（
昭
和
六
十
年
政
令
第
七
十
五
号
）
（
抄
）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
２

○

地
方
独
立
行
政
法
人
法
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
四
百
八
十
六
号
）
（
抄
）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
４

○

独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
・
債
務
返
済
機
構
法
施
行
令
（
平
成
十
七
年
政
令
第
二
百
二
号
）
（
抄
）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
５
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港
湾
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等
に
関
す
る
政
令
案
新
旧
対
照
条
文

○

地
方
道
路
公
社
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
五
年
政
令
第
二
百
二
号
）
（
抄
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
他
の
法
令
の
準
用
）

（
他
の
法
令
の
準
用
）

第
十
条

次
の
法
令
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
地
方
道
路
公
社
を
、
市
の
み
が
設
立
し

第
十
条

次
の
法
令
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
地
方
道
路
公
社
を
、
市
の
み
が
設
立
し

た
も
の
に
あ
つ
て
は
当
該
市
（
第
十
九
号
に
あ
つ
て
は
、
建
築
主
事
を
置
く
市
）

た
も
の
に
あ
つ
て
は
当
該
市
（
第
十
九
号
に
あ
つ
て
は
、
建
築
主
事
を
置
く
市
）

と
、
そ
の
他
の
も
の
に
あ
つ
て
は
都
道
府
県
と
み
な
し
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
を
準

と
、
そ
の
他
の
も
の
に
あ
つ
て
は
都
道
府
県
と
み
な
し
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
を
準

用
す
る
。

用
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
第
三
十
七
条
第
三
項
（
同

三

港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
第
三
十
七
条
第
三
項
（
第

法
第
四
十
三
条
の
八
第
四
項
及
び
第
五
十
五
条
の
三
の
四
第
四
項
に
お
い
て
準

四
十
三
条
の
八
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
並
び
に
第
三
十

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
並
び
に
第
三
十
八
条
の
二
第
一
項
、
第
九
項
及
び
第

八
条
の
二
第
一
項
、
第
九
項
及
び
第
十
項

十
項

四
～
三
十

（
略
）

四
～
三
十

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）
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○

独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
法
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
二
百
九
十
三
号
）
（
抄
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
他
の
法
令
の
準
用
）

（
他
の
法
令
の
準
用
）

第
二
十
八
条

次
に
掲
げ
る
法
令
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
機
構
を
国
の
行
政
機
関
と

第
二
十
八
条

次
に
掲
げ
る
法
令
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
機
構
を
国
の
行
政
機
関
と

み
な
し
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
を
準
用
す
る
。

み
な
し
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
を
準
用
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
第
三
十
七
条
第
三
項
（
同

二

港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
第
三
十
七
条
第
三
項
（
第

法
第
四
十
三
条
の
八
第
四
項
及
び
第
五
十
五
条
の
三
の
四
第
四
項
に
お
い
て
準

四
十
三
条
の
八
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
並
び
に
第
三
十

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
並
び
に
第
三
十
八
条
の
二
第
一
項
、
第
九
項
及
び
第

八
条
の
二
第
一
項
、
第
九
項
及
び
第
十
項

十
項

三
～
三
十

（
略
）

三
～
三
十

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）
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○

電
気
通
信
事
業
法
施
行
令
（
昭
和
六
十
年
政
令
第
七
十
五
号
）
（
抄
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
保
護
区
域
内
の
禁
止
漁
業
等
）

（
保
護
区
域
内
の
禁
止
漁
業
等
）

第
六
条

（
略
）

第
六
条

（
略
）

２

法
第
百
四
十
一
条
第
四
項
た
だ
し
書
の
政
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る

２

法
第
百
四
十
一
条
第
四
項
た
だ
し
書
の
政
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る

場
合
（
こ
れ
ら
の
場
合
に
お
け
る
行
為
が
河
川
等
の
水
面
を
占
用
し
て
船
舶
を
び

場
合
（
こ
れ
ら
の
場
合
に
お
け
る
行
為
が
河
川
等
の
水
面
を
占
用
し
て
船
舶
を
び

よ
う
泊
さ
せ
、
又
は
土
砂
を
掘
採
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
限
る
。
）
に
お
い
て

よ
う
泊
さ
せ
、
又
は
土
砂
を
掘
採
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
限
る
。
）
に
お
い
て

、
水
底
線
路
の
保
護
に
支
障
が
な
く
、
か
つ
、
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
と
き

、
水
底
線
路
の
保
護
に
支
障
が
な
く
、
か
つ
、
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
と
き

と
す
る
。

と
す
る
。

一
～
五

（
略
）

一
～
五

（
略
）

六

国
土
交
通
大
臣
若
し
く
は
港
湾
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
港
湾
管
理
者

六

国
土
交
通
大
臣
若
し
く
は
港
湾
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
港
湾
管
理
者

が
同
条
第
七
項
に
規
定
す
る
港
湾
工
事
を
施
行
す
る
場
合
、
国
土
交
通
大
臣
が

が
同
条
第
七
項
に
規
定
す
る
港
湾
工
事
を
施
行
す
る
場
合
、
国
土
交
通
大
臣
が

同
条
第
八
項
に
規
定
す
る
開
発
保
全
航
路
の
開
発
若
し
く
は
保
全
に
関
す
る
工

同
条
第
八
項
に
規
定
す
る
開
発
保
全
航
路
の
開
発
若
し
く
は
保
全
に
関
す
る
工

事
を
施
行
す
る
場
合
又
は
同
法
第
三
十
七
条
第
一
項
、
第
四
十
三
条
の
八
第
二

事
を
施
行
す
る
場
合
又
は
同
法
第
三
十
七
条
第
一
項
、
第
四
十
三
条
の
八
第
二

項
、
第
五
十
五
条
の
三
の
四
第
二
項
若
し
く
は
第
五
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に

項
若
し
く
は
第
五
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
た
者
（
同
法
第

よ
る
許
可
を
受
け
た
者
（
同
法
第
三
十
七
条
第
三
項
（
同
法
第
四
十
三
条
の
八

三
十
七
条
第
三
項
（
同
法
第
四
十
三
条
の
八
第
四
項
及
び
第
五
十
六
条
第
三
項

第
四
項
、
第
五
十
五
条
の
三
の
四
第
四
項
及
び
第
五
十
六
条
第
三
項
に
お
い
て

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
こ
れ

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
こ
れ
ら
の
規
定

ら
の
規
定
に
よ
る
協
議
を
し
た
者
を
含
む
。
）
若
し
く
は
同
法
第
五
十
六
条
の

に
よ
る
協
議
を
し
た
者
を
含
む
。
）
若
し
く
は
同
法
第
五
十
六
条
の
四
第
一
項

四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
受
け
た
者
が
当
該
許
可
等
に
基
づ
く
行
為
を

の
規
定
に
よ
る
命
令
を
受
け
た
者
が
当
該
許
可
等
に
基
づ
く
行
為
を
行
う
場
合

行
う
場
合

七
～
十

（
略
）

七
～
十

（
略
）
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○

地
方
独
立
行
政
法
人
法
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
四
百
八
十
六
号
）
（
抄
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
他
の
法
令
の
準
用
）

（
他
の
法
令
の
準
用
）

第
十
三
条

次
の
法
令
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
地
方
独
立
行
政
法
人
（
第
十
九
号
及

第
十
三
条

次
の
法
令
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
地
方
独
立
行
政
法
人
（
第
十
九
号
及

び
第
二
十
四
号
に
掲
げ
る
規
定
に
あ
っ
て
は
、
公
営
企
業
型
地
方
独
立
行
政
法
人

び
第
二
十
四
号
に
掲
げ
る
規
定
に
あ
っ
て
は
、
公
営
企
業
型
地
方
独
立
行
政
法
人

に
限
る
。
）
を
、
都
道
府
県
（
都
道
府
県
の
加
入
す
る
一
部
事
務
組
合
又
は
広
域

に
限
る
。
）
を
、
都
道
府
県
（
都
道
府
県
の
加
入
す
る
一
部
事
務
組
合
又
は
広
域

連
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
都
道
府
県
及
び
都
道
府
県

連
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
都
道
府
県
及
び
都
道
府
県

以
外
の
地
方
公
共
団
体
が
設
立
し
た
も
の
に
あ
っ
て
は
当
該
都
道
府
県
と
、
そ
の

以
外
の
地
方
公
共
団
体
が
設
立
し
た
も
の
に
あ
っ
て
は
当
該
都
道
府
県
と
、
そ
の

他
の
も
の
に
あ
っ
て
は
市
町
村
と
み
な
し
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
を
準
用
す
る
。

他
の
も
の
に
あ
っ
て
は
市
町
村
と
み
な
し
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
を
準
用
す
る
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

四

港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
第
三
十
七
条
第
三
項
（
同

四

港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
第
三
十
七
条
第
三
項
（
同

法
第
四
十
三
条
の
八
第
四
項
及
び
第
五
十
五
条
の
三
の
四
第
四
項
に
お
い
て
準

法
第
四
十
三
条
の
八
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
三
十

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
三
十
七
条
第
四
項
並
び
に
第
三
十
八
条
の
二
第

七
条
第
四
項
並
び
に
第
三
十
八
条
の
二
第
一
項
、
第
九
項
及
び
第
十
項

一
項
、
第
九
項
及
び
第
十
項

五
～
二
十
四

（
略
）

五
～
二
十
四

（
略
）

２
～
５

（
略
）

２
～
５

（
略
）
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○

独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
・
債
務
返
済
機
構
法
施
行
令
（
平
成
十
七
年
政
令
第
二
百
二
号
）
（
抄
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
他
の
法
令
の
準
用
）

（
他
の
法
令
の
準
用
）

第
二
十
二
条

次
の
法
令
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
機
構
を
国
の
行
政
機
関
と
み
な
し

第
二
十
二
条

次
の
法
令
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
機
構
を
国
の
行
政
機
関
と
み
な
し

て
、
こ
れ
ら
の
規
定
を
準
用
す
る
。

て
、
こ
れ
ら
の
規
定
を
準
用
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
第
三
十
七
条
第
三
項
（
同

二

港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
第
三
十
七
条
第
三
項

法
第
四
十
三
条
の
八
第
四
項
及
び
第
五
十
五
条
の
三
の
四
第
四
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

三
～
十

（
略
）

三
～
十

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）


